
図2 窒化後の鉄鋼材料の表面 
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プラズマ装置の概略図を、図 1に示す。窒化試料は、SKD61 

10mm□×5mmt とした。チャンバーを減圧状態とし、窒素  

0.22 L/min、水素 0.22 L/minを流し、スクリーン電力を 3.4 kW

およびバイアス電力を 0.2 kW 投入し、試料を 525℃まで昇温

し、5時間保持し、窒化処理を実施した。 
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我々は、鉄鋼の硬度を向上させることを目的とし、プラズマ

による窒化の研究を行ってきた[1-2]。プラズマ窒化条件に  

より、鉄鋼表面の硬度を、自在に制御できることが判明した。 

 

プラズマ窒化後の鉄鋼材料の表面を、図 2 に示す。鉄鋼表面

の表面性を崩すことなく、窒化できていることが、分かる。 

試料の断面を作製し、表面から深さ方向に対して、硬度分布

をナノインデンテーションにて、荷重 20 mN で測定した。深さ

方向の硬度分布を、図 3に示す。表面より、20 μmまで窒化でき

ていることが分かる。 

 

 

図 1 アクティブスクリーン 

プラズマ装置の概略図 

図 3 深さ方向の硬度分布 

Aichi-SR BL8S1 で の

XRD 測定結果を、図 4 に

示す。γ-CrN に由来する 

回折ピークが観測された。 

硬度向上のメカニズム

は、表面から拡散した窒素

ラジカルが、鉄鋼に含まれ

る添加元素である Cr を 

窒化し、Fe を歪ませて  

いるものと考える。 

 

図 4 Aichi-SR BL8S1 XRD 

断面 STEM-EELS、分析を実施する予定である。当日、 

結果が得られていれば、報告するものとする。 
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